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図６ 工業団地から矢板ICまでの所要時間例 

・バイパス整備により交通混雑が緩和し、トラック輸送の効率化
やトラック乗務員の労働環境改善など、物流生産性が向上。
（図６） 

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）  

３．整備効果 
効果１ 交通混雑緩和による物流生産性の向上［◎］ 

※1： EIRR：経済的内部収益率   ※2：基準年（H30年）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4％） 

一般国道４号 矢板大田原バイパスに係る新規事業採択時評価 
 や い た お お た わ ら 

・起終点：栃木県矢板市針生～ 

       栃木県那須塩原市三区町 

・延長等：7.9km 

 （第3種1級、4車線、設計速度80㎞/h） 

・全体事業費：約400億円 

・計画交通量：約28,500～約38,700台/日 

乗用車 小型貨物 普通貨物 

約12,900台/日 

～約22,500台/日 

約2,900台/日 

～約3,500台/日 

約12,700台/日 

～約12,700台/日 

１．事業概要 

２．課題 
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至 福島 

  

矢板大田原 
バイパス 
延長7.9km 

西那須野道路 
H18～事業中 

矢板IC 

西那須野塩原IC 

(終)那須塩原市三区町 
なすしおばらし さんくちょう 

(起)矢板市針生 
はりう やいたし 

凡例 

事業中区間 
対象区間 

矢板拡幅 
H27～事業中 

は り う 

さんくちょう 

や い た 

な す し お ば ら 

①交通混雑により物流効率が低下 

と ち ぎ 

と ち ぎ 

 

那須塩原市 
なすしおばら 

 

矢板市 
やいた 

 

大田原市 
おおたわら 

さくら市 

出典：H27一般交通量調査（混雑時旅行速度）、H42将来交通量推計結果より算出 

○工業団地（大田原市）⇒矢板ICの所要時間 
 【現況】22分 → 【整備後】18分 （約２割短縮） 

効果２ 通過交通の転換により 
安全・安心な生活空間を確保[◎] 

・バイパス整備で大型車を含む通過交通が転換され、現道の安全

性が向上。 

至 宇都宮 

至 福島 

工業団地 

矢板IＣ 

至 福島

至 宇都宮

写真１ 国道461号交差点の 
 混雑状況 

写真３ 下石上地区の 
    道路状況 

【矢板、大田原、那須塩原都市計画 都市計画区域の整備、開発
及び保全の方針（平成28年3月） に位置付け】 

・栃木県北地域は、南北方向の幹線道路が

不足しており、土屋交差点、野崎橋付近に

おいて渋滞が発生。（図１、写真１・２） 

・このため、沿線の工業団地等の企業の物

流効率が低下。（図２） 

・沿線には住居が密集しており、地域住民は 
 大型車が多い国道を生活道路、通学路に
使用。（図３、写真３） 

・バイパス整備区間内の国道４号死亡事故
率は全国平均の２倍以上（全国平均0.5件/
億台ｷﾛに対し1.2件/億台ｷﾛ、過去10年間
で８件）と高く、安全性に課題。（図４） 

③救急医療施設への救急搬送能力が低下 
・矢板市方面から第３次救急医療施設への搬送時には主に
国道４号を利用しているが、混雑により救急搬送に支障。 

効果３ 救急医療施設への速達性の向上 
による救急医療活動の支援[◎] 

・バイパス整備により交通混雑が緩和し、第３次救急医療施

設への速達性が向上。 

・３０分以内に到達する圏域が拡大し、救急医療活動を支援。 

○第３次救急医療施設への３０分到達人口 
【現況】21.1万人 → 【整備後】25.3万人（約4.2万人増加） 

 

※１：多量出血後30分を超えると生存率が50％を下回る 
（出典：カーラーの救命曲線） 

【大田原都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（平成28年3月）に位置付け】 
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OD内訳分析

（地域内：矢板市、大田原市）

図２ 国道４号（現道）の内外交通状況 

・対象区間の交通混雑により、矢板市から那須赤十字病院へ 
 ３０分※１での到達が困難（図５）。 

【矢板都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（平成28年3月）、 
 大田原市都市計画マスタープラン（H22.3）に位置付け】 

  

・交通渋滞の緩和により、物流生産性の向上に寄与。 

・通過交通のバイパスへの転換により、通学路等の地域の安全性向上に寄与。 

・県北で唯一の第３次救急医療施設への速達性が向上し、救急医療活動を支援。  

図３ 事業区間の大型車混入率 
出典：H27一般交通量調査 

（24時間大型車混入率） 

35.4％ 

27.1% 

18.9% 

事業区間内の 
観測地点 

図４ 事業区間の死亡事故率 

出典：[全国平均]交通統計 平成28年版 
[事業区間]H19-H28 ITARDAデータ 

B/C EIRR※1 総費用 総便益 

2.0 8.3％ 323億円※2 642億円※2 

全国平均の 
２倍以上 

全国平均の 
約２倍 

出典：塩谷広域行政組合消防本部ヒアリング 

 

○死亡事故率 
【現況】1.2件/億台㌔ →【整備後】0.9件/億台㌔
  出典：【現況】H19-H28ITARDAデータ区間平均、 

【整備後】人身事故算定式に基づき算出 

（約３割低下） 現況ルート 
（矢板大田原BP整備あり） 

整備後ルート 
（矢板大田原BP整備なし） 
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 や い た お お た わ ら 

全体延長：7.9km 
土工延長：7.4km（94％） 
橋梁延長：0.5km（6％） 

【計画縦断図】 
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